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らのウタが担った役割は失われている（cf.上野, et al ., 前掲書：243）。
なお，民謡という語は，ドイツ語の Volksliedや英語の Folk songの訳語とし
て1891年に森鷗外，1904年に上田敏などの文学者たちが使用したものだっ
た。1906年に国文学者の志田義秀が学術用語として使うことを提唱したが，






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































東洋経済 ONLINE，「伊予銀が企業内保育所 松山に 地域住民も受け入れ」日本経済新
聞 電子版を参照。
26）「企業内保育所に税優遇 土地や建物への地方税免除」日本経済新聞 電子版を参照。
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